
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

 

 

真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
住
民
福
祉
の
増
進
等
に
責
任
を
負
う
地
方
自
治
体
が
そ
の
責
任
と
権
限
に
応
じ
た
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

地
方
税
財
源
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
国
は
、
平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
地
方
法
人
特
別
税
・
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
を
廃
止
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
貴
重

な
自
主
財
源
で
あ
る
法
人
住
民
税
の
国
税
化
を
新
た
に
導
入
し
、
消
費
税
率
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
上
げ
時
に
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
と
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
つ
な
が
ら
ず
、
地
方
の
自
立
そ
の
も
の
を
妨
げ
、
地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、

来
年
度
か
ら
は
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
方
税
財
政
へ
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
央
区
に
は
、
都
心
回
帰
の
流
れ
に
加
え
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
後
を
見
据
え
た
人
口
増
加
へ
の

対
応
や
、
高
度
に
集
積
し
た
経
済
活
動
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備
、
全
国
に
先
駆
け
て
建
設
さ
れ
た
多
く
の
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
、
大
都
市
特
有
の

膨
大
な
財
政
需
要
が
存
在
し
て
お
り
、
税
収
の
多
さ
の
み
に
着
目
し
て
、
財
政
的
に
富
裕
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

地
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
需
要
に
見
合
う
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
財
政

が
抱
え
る
巨
額
の
財
源
不
足
と
い
う
問
題
は
、
限
ら
れ
た
地
方
税
財
源
の
中
で
の
財
源
調
整
で
は
根
本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

よ
っ
て
、
中
央
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
を
行
う
場
合
に
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
確
実
な
代
替
財
源
を
確
保

す
る
な
ど
、
全
て
の
地
方
自
治
体
の
歳
入
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
万
全
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
税
の
根
本
原
則
を
ゆ
が
め
る
地
方
法
人
特

別
税
・
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
と
法
人
住
民
税
の
国
税
化
を
直
ち
に
撤
廃
し
て
地
方
税
と
し
て
復
元
し
、
地
方
が
担
う
権
限
と
責
任
に
見
合
う
地
方
税
財

源
の
拡
充
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
中
央
区
議
会
の
総
意
を
も
っ
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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